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昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
六
日
提
出 

質

問

第

八

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

石 
井 
光 

次 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

小 

澤 

貞 

孝 

 

一 

 



 

一 

原
因
究
明
の
研
究
班
員
の
人
選
に
問
題
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。 

阿
賀
野
川
河
口
附
近
の
水
銀
中
毒
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
内
容
に
は
、
重
大
な
事
実
誤
認
、
調
査
不
確
実
、
故

意
又
は
過
失
と
思
わ
れ
る
事
実
の
わ
い
曲
等
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
関
係
各
省
庁
の
見
解
を
確
認
し
、

本
中
毒
事
件
の
事
実
関
係
を
的
確
に
掌
握
し
、
真
因
を
究
明
い
た
し
た
い
。 

 
本
中
毒
事
件
の
汚
染
源
の
究
明
に
当
た
つ
て
は
、
疫
学
研
究
班
の
報
告
が
中
心
と
な
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ 

 

が
、
厚
生
省
で
依
嘱
し
た
研
究
班
の
な
か
に
は
、
化
学
者
や
水
の
専
門
の
研
究
家
な
ど
が
含
ま
れ
ず
偏
向
が
あ

つ
た
。
特
に
、
疫
学
研
究
班
の
中
核
と
し
て
活
動
し
た
新
潟
県
衛
生
部
長
は
、
公
平
な
立
場
で
調
査
で
き
な
い

立
場
で
も
あ
り
、
ま
た
、
本
人
自
ら
も
予
断
を
も
つ
て
調
査
に
当
た
つ
た
。
こ
う
い
う
疫
学
研
究
班
の
調
査
結

果
が
、
そ
の
後
の
食
品
衛
生
調
査
会
、
厚
生
省
、
そ
し
て
科
学
技
術
庁
か
ら
意
見
を
問
わ
れ
て
い
た
農
林
省
、 

新
潟
県
阿
賀
野
川
河
口
附
近
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



 

(Ａ ) 

疫
学
研
究
班
の
中
核
と
し
て
活
動
し
た
新
潟
県
衛
生
部
長
は 

以
下
述
べ
る
説
明
を
も
と
に
し
て
、
本
事
件
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
、
農
林
省
、
通
産
省
お
よ
び
経
済
企
画

庁
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
を
承
り
た
い
。 

経
済
企
画
庁
の
結
論
を
支
配
し
て
い
る
。 

(2) 

新
潟
県
衛
生
部
長
は
、
公
文
書
に
よ
つ
て
、
地
震
時
の
農
薬
の
流
出
を
認
め
て
い
る
。
農
薬
の
流
出
が

汚
染
源
で
あ
る
と
決
ま
れ
ば
、
衛
生
部
長
は
行
政
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
立
場
に
あ
る
。 

(1) 

疫
学
研
究
班
員
と
し
て
依
嘱
さ
れ
る
前
に
、
新
潟
県
の
衛
生
部
長
と
い
う
公
的
立
場
に
お
い
て
、
「
こ

れ
ま
で
の
県
側
の
調
べ
で
は
、
農
薬
が
原
因
で
な
い
こ
と
が
は
つ
き
り
し
た
。
残
る
の
は
工
場
廃
液
が
考

え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
…
…
。
」
と
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
二
日
の
新
潟
日
報
に
発
表
し
て
い
る
。 

水
銀
中
毒
患
者
が
発
生
し
た
と
発
表
し
た
わ
ず
か
に
十
日
後
で
あ
る
。
こ
の
わ
ず
か
な
期
間
中
に
農
薬

が
原
因
か
否
か
調
査
で
き
る
は
ず
が
な
い
。 

四 

 



 

(Ｂ ) 

疫
学
研
究
班
の
構
成
で
は
、
本
事
件
の
よ
う
に
広
範
多
岐
に
わ
た
る
汚
染
源
究
明
に
は
、
適
切
な
人
選
と 

世
間
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
電
工
の
主
張
と
疫
学
研
究
班
の
主
張
と
が
汚
染
源
を
め
ぐ
つ
て
ま

つ
こ
う
か
ら
対
立
し
て
い
る
と
き
に
、
農
薬
汚
染
の
場
合
に
は
被
疑
者
と
し
て
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
立
場
の
県
衛
生
部
長
が
、
研
究
班
と
い
う
捜
査
陣
に
入
つ
て
活
動
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に

弁
明
し
よ
う
と
、
客
観
的
に
み
て
公
平
な
調
査
が
行
な
わ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
で

あ
る
。 

か
か
る
者
が
、
中
核
と
な
つ
て
調
査
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で
は
公
正
な
調
査
が
出
来
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
考
慮
し
つ
つ
、
疫
学
研
究
班
の
中
間
報
告
な
ら
び
に
最
終
報
告
書
を
み
る
と
、
左
記

(イ )
か
ら

(チ )
に
掲

げ
た
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
故
意
に
阿
賀
野
川
の
流
れ
を
信
濃
川
お
よ
び
新
井
郷
川
か
ら
し
や

断
し
た
り
、
ま
た
、
短
期
局
域
汚
染
（
つ
ま
り
農
薬
の
地
震
時
の
流
出
）
を
否
定
す
る
よ
う
な
事
実
の
わ
い

曲
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

五 

 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

(ロ ) 

「
新
潟
地
震
当
時
、
新
潟
埠ふ

頭
倉
庫
に
は
メ
チ
ル
水
銀
系
農
薬
は
保
管
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
」
と
し
て
い 

(イ ) 

「
昭
和
三
十
九
年
に
お
い
て
、
阿
賀
野
川
流
域
で
は
、
メ
チ
ル
系
水
銀
農
薬
は
使
用
し
て
い
な
か
つ
た
。
」

と
研
究
班
が
中
間
報
告
書
で
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
て
、
あ
と
で
訂
正
し
た
。 

は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
伝
染
病
の
病
原
菌
の
追
求
と
同
じ
疫
学
的
手
法
の
み
で
、
こ
の
種
の
伝
染
源
の

究
明
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
報
告
内
容
を
み
る
と
、
分
析
方
法
、
水
質
汚
濁
、
生
物
学
、
農
薬

な
ど
医
師
の
限
界
を
こ
え
た
広
範
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
食
品
衛
生
調
査
会
に
諮
問
す
る
際
に
は
、

疫
学
以
外
の
化
学
、
生
物
学
の
専
門
家
も
加
え
て
検
討
す
る
と
発
表
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
厚
生
省

自
ら
調
査
研
究
班
が
不
十
分
で
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

以
上

(Ａ )
お
よ
び

(Ｂ )
が
本
中
毒
事
件
の
真
因
究
明
を
混
迷
せ
し
め
て
い
る
要
因
で
あ
る
。 

（
ゆ
が
め
ら
れ
た
調
査
事
実
） 

六 

 



 

(ヘ ) 

埠ふ

頭
倉
庫
か
ら
、
農
薬
流
出
の
証
拠
と
も
み
ら
れ
る
臨
港

埠ふ

頭
の
海
水
中
の
水
銀
濃
度
は
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と

中
間
報
告
さ
れ
た
が
、
あ
と
で
こ
れ
は
誤
認
で
実
際
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
訂
正
し
た
。 

(ホ ) 

河
口
附
近
の
異
常
汚
染
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
一
日
市
場
附
近
の
川
泥
の
水
銀
分
析
値
は
、

中
間
報
告
で
は
一
二
・
五
六
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
疫
学
研
究
班
に
つ
ご
う
の
悪
い
デ
ー
タ
ー
の

た
め
途
中
で
再
検
査
を
行
な
う
と
い
う
理
由
の
も
と
に
抹
消
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

(ニ ) 

地
震
時
に
、
流
出
農
薬
が
信
濃
川
か
ら
通
船
川
を
通
じ
て
阿
賀
野
川
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
を
否
定
す
る
目

的
で
、
信
濃
川
と
阿
賀
野
川
を
つ
な
ぐ
通
船
川
の
中
間
に
「
地
震
当
時
、

閘こ

う

門
が
あ
つ
た
。
」
と
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は

閘こ

う

門
は
存
在
し
な
か
つ
た
。
昭
和
四
十
一
年
七
月
確
認
。 

(ハ ) 

「
有
機
水
銀
系
農
薬
の
流
出
は
な
か
つ
た
。
」
と
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
新
潟

埠ふ

頭
倉
庫
の
流
出
農
薬

に
関
す
る
と
こ
ろ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。 

る
が
、
あ
と
で
指
摘
さ
れ
て
、
昭
和
四
十
一
年
「
保
管
さ
れ
て
い
た
。
」
と
訂
正
し
た
。 

七 

 



 

二 

新
潟

埠ふ

頭
倉
庫
の
流
出
農
薬
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
客
観
性
の
あ
る
調
査
が
な
さ
れ
た
と
判
断
で
き
な
い
。 

(ロ ) 

ま
た
、
同
じ
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
該
当
の
倉
庫
業
者
、
保
管
依
頼
者
の
帳
簿
、
記
録
な
ど
に
よ
る
新
潟

県
調
査
結
果
か
ら
も
、
数
量
的
流
出
は
認
め
ら
れ
な
い
と
疫
学
研
究
班
は
判
断
し
た
。
」
と
あ
る
。 

(イ ) 

昭
和
四
十
二
年
九
月
二
日
、
内
閣
衆
質
五
六
第
三
号
の
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
新
潟
県
は
疫
学
研
究
班
の

決
定
に
従
い
農
薬
調
査
を
実
施
し
た
。
」
、
「
新
潟
県
の
調
査
結
果
か
ら
、
疫
学
研
究
班
は
被
災
農
薬
の
流
出 

は
な
か
つ
た
も
の
と
判
断
し
た
。
」
等
と
あ
る
が
、
新
潟
県
あ
る
い
は
疫
学
研
究
班
と
い
う
も
、
い
ず
れ
も
新

潟
県
衛
生
部
長
が
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
客
観
性
の
あ
る
調
査
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

(チ ) 

四
項
で
記
の

(ａ )
、

(ｂ )
、

(ｃ )
、

(ｄ )
の
事
実 

(ト ) 
次
項
二
で
記
の

(ホ ) 
次
の
項
目
に
つ
き
、
農
林
省
、
経
済
企
画
庁
お
よ
び
通
産
省
は
、
農
薬
の
流
出
の
検
討
に
当
た
つ
て
、
ど
の

よ
う
に
判
断
さ
れ
た
か
伺
い
た
い
。 

八 

 



 

(ニ ) 

同
答
弁
書
の
二
項

(ニ )
の

(1)
「
新
潟
地
震
当
日
の
農
薬
保
管
総
数
」
(2)
「
地
震
後
処
理
さ
れ
た
農
薬
の
数
量
」
お 

(ハ ) 

同
答
弁
書
で
「
漂
着
農
薬
の
所
有
者
は
判
明
し
な
か
つ
た
が
、
倉
庫
よ
り
の
流
出
物
で
な
い
と
疫
学
研
究

班
は
判
断
し
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
判
断
も
前

(イ )
(ロ )
と
同
じ
論
理
で
、
客
観
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。 

県
は
農
薬
汚
染
に
お
け
る
い
わ
ば
被
疑
者
の
立
場
で
あ
る
。
被
疑
者
の
提
出
資
料
は
証
拠
が
な
け
れ
ば
客

観
性
が
な
い
。 

し
か
し
同
答
弁
書
に
も
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
「
倉
庫
別
等
の
保
管
状
況
の
記
載
ま
で
」
農
薬
取
締
法
は

要
求
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
出
が
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
に
は
、
倉
庫
業 

 

者
、
保
管
依
頼
者
の
帳
簿
、
記
録
が
改
ざ
ん
し
た
も
の
で
な
い
と
い
う
証
明
を
は
じ
め
、
証
拠
に
よ
つ
て
示

さ
れ
な
け
れ
ば
客
観
性
が
な
い
。 

よ
び

(ホ )
の
「
廃
棄
し
た
水
銀
系
農
薬
の
数
量
お
よ
び
処
理
状
況
」
に
掲
げ
ら
れ
た
数
量
な
ど
、
い
ず
れ
も
県
の

調
査
で
あ
る
。 

九 

 



 

三 

農
薬
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
厚
生
省
に
伺
い
た
い
。 

(イ ) 

昭
和
三
十
九
年
の
地
震
時
に
お
け
る
農
薬
の
調
査
は
、
だ
れ
に
依
頼
し
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
、
ど
の
よ 

(ホ ) 
疫
学
研
究
班
報
告
書(

表
Ⅲ
―

30)

に
よ
る
と
、
地
震
時
、
北
興
化
学(

水
銀
農
薬
大
手
メ
ー
カ
ー)

の
製
品

保
管
は
、
埠ふ

頭
に
あ
つ
た
七
倉
庫
業
者
中
、
東
洋

埠ふ

頭
倉
庫
、
日
本
海
倉
庫
、
新
潟
倉
庫
運
輸
の
三
倉
庫
と

な
つ
て
い
る
。 

し
か
る
に
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
九
日
、
農
薬
工
業
会
の
「
新
潟
県
阿
賀
野
川
流
域
有
機
水
銀
中
毒
症

の
原
因
に
関
す
る
見
解
」
に
よ
れ
ば
、
臨
港

埠ふ

頭
の
滝
沢
倉
庫
を
除
く
六
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
あ 

 

る
。
す
な
わ
ち
、
前
記
三
倉
庫
の
ほ
か
に
、
神
山
物
産
倉
庫
、
新
潟
商
船
倉
庫
、
日
本
通
運
新
潟
営
業
所
倉

庫
に
も
北
興
化
学
の
製
品
は
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
つ
て
み
て
も
、
両
者
の
間
に
違
い
が
あ
り
、
い
ま
だ
流
出
農
薬
に
つ
い
て
の
調
査
が
な
さ
れ
た

と
判
断
で
き
な
い
。 

一
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記 

四 

厚
生
省
が
結
論
を
科
学
技
術
庁
に
申
達
し
た
あ
と
で
提
起
さ
れ
た
左
記

(a)
か
ら

(d)
ま
で
の
事
実
誤
認
等
は
、

汚
染
源
究
明
に
当
た
つ
て
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

(e)
は
新
た
に
提
起
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。 

(a) 

日
本
ガ
ス
化
学
の
排
水
が
流
入
し
て
い
る
新
井
郷
川
に
つ
い
て
、
疫
学
研
究
班
の
報
告
で
は
、
一
項
の
記

(ニ )
と
同
じ
よ
う
に
、
阿
賀
野
川
と
し
や
断
す
る
意
図
を
も
つ
て
、
「
阿
賀
野
川
か
ら
新
井
郷
川
に
向
か
つ
て 

(ロ ) 

な
お
、
本
件
に
関
連
し
て
昭
和
四
十
年
、
同
四
十
一
年
、
同
四
十
二
年
六
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
新
潟

港

埠ふ

頭
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
農
薬
の
倉
庫
別
、
品
目
別
数
量 

農
林
省
、
経
済
企
画
庁
は
こ
れ
を
ど
う
扱
う
か
。
再
審
査
の
必
要
あ
り
と
思
わ
れ
る
が
、
両
省
庁
の
見
解
い

か
ん
。 

う
な
方
法
で
行
な
つ
た
か
、
ま
た
、
当
時
各
倉
庫
の
庫
入
伝
票
な
ど
は
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た

い
。 

一
一 

 



 

(b) 

日
本
ガ
ス
化
学
の
排
水
口
の
水

苔ご

け

か
ら
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
で
メ
チ
ル
水
銀
の
所
見
が
あ
つ
た
こ
と
が
、
昭

和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
の
国
会
提
出
資
料
で
発
表
さ
れ
た
。 

し
か
る
に
、
本
年
一
月
三
十
日
、
内
閣
衆
質
五
八
第
一
号
の
政
府
答
弁
書
で
弁
解
を
行
な
つ
て
い
る
が
、

日
本
ガ
ス
化
学
の
排
水
口
よ
り
阿
賀
野
川
ま
で
わ
ず
か
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、 

(イ )
潮
の
干
満 

(ロ )
塩
水
く
さ
び 

(ハ )
地
震
時
の
津
波
な
ど
に
よ
つ
て
、
地
震
時
以
前
に
も
、
地
震
時
に
も
、

日
本
ガ
ス
化
学
の
排
水
が
阿
賀
野
川
を
汚
染
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

厚
生
省
の
結
論
が
出
さ
れ
た
あ
と
で
は
じ
め
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
発
表
の
時
期
に
も
問
題
が
あ
る
が
、

前
記
政
府
答
弁
書
に
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、
「
研
究
班
や
食
品
衛
生
調
査
会
の
答
申
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の 

で
な
い
。
」
と
勝
手
に
厚
生
省
が
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
厚
生
省
は
、
す
べ
て
食
品
衛
生
調
査
会
の
答 

水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
間
違
い
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
国
会

に
お
け
る
政
府
言
明
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
二 

 



 

(c) 

婦
人
の
長
髪
水
銀
保
有
量
の
経
時
変
化
に
つ
い
て
、
試
験
研
究
班
報
告
に
お
け
る
長
期
継
続
的
汚
染
の
資

料
は
削
除
さ
れ
た
。 

申
を
尊
重
し
て
き
た
の
に
、
こ
の
問
題
お
よ
び
前
記

(a)
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
の
勝
手
な
判
断
で
あ
る
と
い

え
る
。 

こ
れ
に
よ
つ
て
、
試
験
研
究
班
報
告
で
は
、
そ
の
報
告
書
一
七
二
ペ
ー
ジ
で
「
水
銀
の
汚
染
様
式
は
、
長

期
に
わ
た
る
継
続
的
汚
染
に
加
え
て
、
一
定
時
期
に
比
較
的
短
期
間
一
回
な
い
し
二
回
の
相
当
濃
厚
な
水
銀

汚
染
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
た
。
し
か
し
、
国
会
で
こ
の
長
期
汚
染
を
証
明
す
る
資
料
は
、「
長

期
汚
染
の
裏
づ
け
と
な
る
資
料
と
は
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
誤

謬
び
ゆ
う

を
認
め
て
削
除
し
た
。 

す
な
わ
ち
、
厚
生
省
は
国
会
の
要
求
で
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
に
提
出
し
た
資
料
で
、
長
期

広
域
汚
染
の
裏
づ
け
と
な
る
重
要
な
も
の
と
し
て
、「
婦
人
の
長
髪
水
銀
保
有
量
の
経
時
変
化
」
な
る
も
の
を

グ
ラ
フ
を
付
し
て
提
示
し
た
。
こ
れ
は
、
試
験
研
究
班
報
告
書
一
七
〇
ペ
ー
ジ
の
も
の
の
抜
粋
で
あ
る
。 

一
三 

 



 

(e) 

噴
砂
現
象
（
ク
イ
ッ
ク
サ
ン
ド
現
象
）
に
つ
い
て 

(d) 

広
域
汚
染
の
資
料
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
の
国
会
提
出
資
料
で
「
鹿
瀬
町
に
一
〇
〇

Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
こ
え
る
水
銀
保
有
者
が
二
名
発
見
さ
れ
た
。
」
と
い
う
註
釈
を
付
し
て
提
示
し
た
が
、
う
ち
一
名 

は
、
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
内
閣
衆
質
五
八
第
一
号
答
弁
書
で
認
め
た
。 

従
つ
て
、
長
髪
水
銀
保
有
量
の
経
時
変
化
か
ら
証
明
さ
れ
る
も
の
は
、
「
一
定
時
期
に
濃
厚
汚
染
が
あ
つ

た
。
」
と
い
う
こ
と
だ
け
と
な
る
。 

な
お
、
水
銀
量
の
異
常
価
を
示
す
遠
○
ツ
○
の
も
の
は
、
統
計
学
上
、
母
集
団
が
同
じ
と
は
み
ら
れ
ず
当

然
棄
却
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

患
者
発
生
地
帯
で
あ
る
阿
賀
野
川
河
口
流
域
か
ら
わ
ず
か
十
一
キ
ロ
の
地
点
に
、
水
銀
農
薬
の
大
手
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
北
興
化
学
が
あ
る
。
農
薬
の
処
理
排
水
は
地
下
圧
入
方
式
を
と
つ
て
い
る
と
い
う
。
地
下
水
は 

全
国
各
河
川
で
農
村
部
に
異
常
に
高
い
長
髪
水
銀
保
有
者
が
多
い
こ
と
か
ら
も
当
然
で
あ
る
。 一

四 

 



 

毒
物
と
地
下
水
等
の
関
係
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
当
然
調
査
す
べ

き
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
昭
電
鹿
瀬
工
場
の
排
水
中
の
メ
チ
ル
水
銀
量
が
い
ま
だ
科
学
的
根
拠
の
な
い
ま
ま

発
生
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
阿
賀
野
川
の
水
量
に
希
釈
さ
れ
る
と
五
百
億
な
い
し
七
百
五
十
億
分
の

一
と
い
う
極
微
量
と
な
る
。 

地
震
当
時
、
そ
れ
ら
の
地
下
水
を
含
む
噴
砂
現
象
が
阿
賀
野
川
河
口
流
域
一
帯
に
お
い
て
、
広
く
発
生
し

た
こ
と
は
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
地
中
に
あ
つ
た
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
が
噴
砂
現
象
と
と
も
に
、
新
発
田 

 

川
、
加
治
川
な
ど
よ
り
阿
賀
野
川
に
流
入
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
阿
賀
野
川
河
底
に
直
接
噴
出
し
た
と
い
う

こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。 

地
形
・
地
質
の
関
係
で
阿
賀
野
川
方
向
に
流
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

従
つ
て
、
北
興
化
学
の
地
下
排
水
を
汚
染
源
で
な
い
と
し
て
消
去
す
る
に
は
、
鹿
瀬
工
場
と
の
比
較
に
お

い
て
定
量
的
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
五 

 



 

五 
本
事
件
の
原
因
究
明
に
と
つ
て
、
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
た
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
農
林
省
、
経
済
企
画
庁
お

よ
び
通
産
省
は
、
こ
れ
を
ど
う
評
価
し
、
ど
う
批
判
し
た
か
、
科
学
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

(ロ ) 

新
潟
県
保
健
所
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て 

(イ ) 

メ
チ
ル
水
銀
の
検
索
に
つ
い
て 

鹿
瀬
工
場
排
水
口
の
水

苔ご

け

に
「
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
は
、
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物

の
Ｒ
・
ｔ
と
一
致
す
る
ピ
ー
ク
を
認
め
た
も
の
が
多
か
つ
た
が
、
こ
れ
ら
検
体
に
つ
い
て
薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
に
よ
つ
て
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
を
検
索
す
る
た
め
に
は
、
検
査
量
が
十
分
で
な
か
つ
た
。
」
と
、
試
験

研
究
報
告
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

メ
チ
ル
水
銀
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
ガ
ス
ク
ロ
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
学
界
の
定
説
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疫
学
研
究
班
は
、
水

苔ご

け

に
は
メ
チ
ル
水
銀
が
あ
つ
た
と
独
断
し
て
い
る
。 

疫
学
研
究
班
の
最
終
報
告
書
で
は
、
鹿
瀬
町
に
い
た
る
間
に
百
二
十
名
の
症
状
を
訴
え
た
も
の
が
あ
る
と 

一
六 

 



 

(ハ ) 

信
濃
川
と
阿
賀
野
川
の
川
魚
の
汚
染
比
較
に
つ
い
て 

し
て
い
る
。
こ
の
百
二
十
名
は
、
保
健
所
に
お
い
て
流
域
住
民
四
万
七
千
百
三
十
三
名
に
つ
い
て
、
単
な
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
診
断
も
し
て
い
な
い
。
椿
教
授
も
「
有
症
者
で
な
い
。
」
と
し
て

い
る
。
い
ま
だ
一
人
の
発
病
者
も
な
い
。
か
か
る
症
状
は
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
の
農
民
の
間
に
も
あ
る
一

般
的
現
象
で
あ
る
。 

信
濃
川
で
は
、
上
流
十
三
キ
ロ
か
ら
四
十
キ
ロ
の
地
点
で
採
取
し
、
阿
賀
野
川
で
は
、
河
口
附
近
で
採
取

し
て
い
る
。
ま
た
、
採
取
時
期
に
つ
い
て
も
、
信
濃
川
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
で
あ
り
、
阿
賀
野
川
で 

 
 

は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
一
年
度
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
農
薬
流
出
と
塩
水
く
さ
び
の
お
よ
ぶ
範
囲
の
汚

染
状
態
を
調
査
す
る
の
に
、
採
取
場
所
と
採
取
時
期
が
違
つ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
比
較
の
デ
ー
タ
ー
と
は
な 

そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
、
こ
こ
で
報
告
す
る
か
ら
に
は
、
他
の
地
域
と
の
比
較
で
科
学
的
に
論
じ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
そ
の
報
告
は
、
疫
学
研
究
班
の
独
善
で
あ
る
。 

一
七 

 



 

(ホ ) 

河
口
附
近
に
お
け
る
魚
の
異
状
な
浮
き
上
が
り
に
つ
い
て 

(ニ ) 

阿
賀
野
川
流
域
に
お
け
る
住
民
の
魚
の
喫
食
に
つ
い
て 

ら
な
い
。 

下
流
住
民
の
喫
食
が
多
く
、
上
流
で
喫
食
が
少
な
い
か
ら
下
流
河
口
に
の
み
患
者
が
発
生
し
た
と
い
う
主

張
は
、
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
平
均
喫
食
量
を
算
出
す
る
の
に
、
漁
獲
高
を
組
合
員
数
に
て
除

し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
距
離
に
よ
つ
て
除
し
て
い
る
が
、
距
離
に
て
除
す
る
こ
と
は
な
ん
ら
の
意
味
が
な
く
、

喫
食
量
の
差
を
大
き
く
み
せ
る
た
め
の
作
為
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
実
質
の
喫
食
量
は
大
き
な
差
が
な 

く
、
し
か
も
上
、
中
流
に
も
多
食
者
が
多
い
が
、
患
者
が
一
人
も
発
生
し
て
い
な
い
。 

疫
学
研
究
班
報
告
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
震
直
後
の
昭
和
三
十
九
年
八
月
か
ら
四
十
年
六
月
の 

間
、
河
口
附
近
に
魚
の
異
状
な
浮
き
上
が
り
が
あ
り
、
魚
を
食
べ
た
時
期
と
患
者
発
生
の
時
期
が
、
よ
く
一

致
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

一
八 

 



 

 

一
九 

新
聞
も
当
時
、「
地
震
後
、
川
魚
が
弱
つ
て
大
量
に
浮
き
上
が
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
患
者
も
こ
れ
を
食
べ
た

人
が
多
い
。
」
と
報
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
河
口
附
近
に
な
に
か
局
所
的
、
一
時
濃
厚
汚
染
が
あ
つ
た
と

解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
工
場
排
水
が
原
因
な
ら
ば
、
上
流
に
も
浮
上
現
象
が
起
こ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

れ
が
、
河
口
の
局
所
で
一
時
に
起
こ
つ
た
現
象
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
が
本
中
毒
事
件
を
解
く
重
大
な

鍵か

ぎ

と
思
わ
れ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


